
「淡路申甲高」採種のながれ
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昭和４０年代後半までは、 県内で「淡路中ドＦＩ 高黄」の優良種子生産のた

めその基となる原種採種を行っていました。

その後、 Ｆ１品種の台頭により 、淡路中ＦＦＩ高黄の生産も減少していきつい

には消滅していました。

令和元年、淡路農業技術センターが竃伝資源として大リＪに種子保存して

きた １ぢ八び２騎の種子提供を受け、淡ほゆＦｔｌ高黄の栽培復低に［ａｊけたな

組みを始めています。

２０２１ （令和３ ）年、「束ニ｜ヒ復興宇宙ミッ ショ ン」 の一席で記念品の１つと

して 「淡路中ＦＦＩ高黄」 の種子が宇宙ステーションへ。

わずか１０ｇ程ですが、地球に無事帰きした後はその種子から採種作業を

繰り返し、地域ブランドたまねぎとして育成する予定です。

２０２１年（令和３年）、 ２０１１ （平成２３） 年３ Ｊヨｌｎ日に発圭した東日本

大賞災から１０年という節目に、宇宙飛行士が世苳中から戴いた支援

に対する感謝の気持ちを国際宇宙ステーショ ンから発信しよう という

プロジェクト。南あわじ市もその迄勣に参加しています。
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「淡路申甲高黄」 諞生

淡路島のたまねぎは、 アメ リカから導入された種子を大ほの農家が改良し、 その種

子を淡路に合った品種に改良するためａ抜か繰りきされました。

その結果、大正１２年（１９２３）宮本芳太郎」叉によって貯獵性の高い「淡路「回１高」が

育成され、淡路島はを国的なたまねぎ産嶌として発達しました。

第二次世界大戦によって栽培面積は一時激減しますが、戦後に再び栽培が増加する

よう になり、 種子の品種特性のバラツキが問題となってきました。

そのような問題を解決し、 統一的に品種改良するため、昭和２７年秋頃から ｜日ミ原ｍＴ

（現南あわじ市） 市の農家斉藤幸一八と ｜日ミ原農業改良普‾ｋ所（現南淡路農業改良普

‾ｋセンター）西ＪＩ Ｉ真二八が中心となり 、農業試験場淡路分場（現淡路農業技術センター）

職員の協力のもと、生育や球姿、収量、

貯蔵性な ども加味 した優秀な個体の選抜

を始めま した。

その後、 ｊｌ抜を繰り 返し、昭和３０年

（１ ９５ ５）頃に収穫時期の異なる ３系統が固

定さ れ、 「淡 路中 ｑｌ 高黄 １号」「淡路 中ＦＴＩ高

黄２ 号」 ［淡路４１ＦＦ］ 高黄 ３号」と あ付けら

れ、 本格的に栽培され るよ うになり ました。
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昭和 ２９年（ １９ ５４ ）の 採種 ほ場

淡路島たまねぎ

歴史のーコマ

昭和 ２０ ～３０年代に は、 たま ねぎを

船便で海外輸出もしていました。
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昭和 ２９ 年夏 （１ ９５ ４）

船へ積み１とみ前の品質検ま


